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トピックス 

 

インフルエンザ様 疾 患 の集 団 発 生 について     （平成 15 年 1 月 23 日現在）  
 

 今 冬 の 愛 知 県 （ 名 古 屋 市 等 も 含 め る ） で の イ ン フ ル エ ン ザ 様 疾 患 の 集 団 発 生

は、学級閉鎖などの防疫措置を受けた施設数 77 施設（前年同期 50 施設）、患

者数は 2 ,365 名（前年同期 2 ,190 名）、欠席者数 1 ,350 名（前年同期 1 ,189 名）

となっております。  
 

流行状況 

 

●  インフルエンザ     ＊1 月 14 日 付 でインフルエンザ警 報 を発 表 しました。  

  定点当たりの報告数は 46 .6（前週 24 .1）と更に増加  

インフルエンザの予防にはワクチンの接種が有効です。一般に、ワクチン

を接種しておくと、たとえインフルエンザを発症しても、軽症で経過するこ

とが期待できます。ただし、ワクチンの十分な効果を得るためには、早目に

接種されることをお勧めします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      感染症についての説明及びグラフ総覧については、  

      愛知県衛生研究所のホ－ムペ－ジをご覧ください。  

                    （ http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/）  

 

厚生労働省インフルエンザ対策キャンペーンホームページ  

インフルエンザＱ＆Ａ、キャンペーンポスターなどがダウンロードできます。 

      h t tp : / / in f luenza -mhlw. s fc .wide .ad . j p / 

インフルエンザ
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インフルエンザの保健所別報告数の推移（名古屋市含む )    

 インフルエンザ　２週
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   は今週警報が発生している保健所です。

インフルエンザ　３週
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2週
定点
当たり

3週
定点
当たり

2週
定点
当たり

3週
定点
当たり

名古屋市 1058 15.11 1491 21.30 岡崎 303 27.55 779 70.82
瀬戸 388 43.11 501 55.67 衣浦東部 497 45.18 1306 118.73
津島 109 15.57 258 36.86 西尾 80 16.00 226 45.20
師勝 184 46.00 251 62.75 豊田市 262 32.75 616 77.00
一宮 217 13.56 412 25.75 加茂 63 21.00 94 31.33
春日井 390 43.33 844 93.78 豊橋市 276 34.50 472 59.00
江南 132 22.00 300 50.00 豊川 246 27.33 407 45.22
半田 165 27.50 475 79.17 新城 29 14.50 45 22.50
知多 181 25.86 421 60.14

 厚 生 労 働 省 感 染 症 発 生 動 向 調 査 警 報 発 生 シ ス テ ム に よ る イ ン フ ル エ ン ザ の 流 行 発

生警報 の開始基 準値は定 点当たり 30 人、継 続基準値は 10 人です。警報の 意味は大

きな流 行が発生 または継 続しつつ あること が疑われ るという ことです 。  



定点の先生方からのコメント 

尾張西部地区  

 

●  病原性大腸菌Ｏ 1 25 歳女  

  病原性大腸菌Ｏ 15 1 歳男  

  病原性大腸菌Ｏ 86a 10 歳女  

  インフルエンザ流行中です。  

（尾西市  城後小児科）

●  水痘小流行  

  インフルエンザは、 9 ヶ月男のＢ型 1 例 (家族内感染 )を除いて、全てＡ型  

  幼児から老人まで全年齢に発症  

  発熱極く初期では、クイック (生研 )は陰性のこと多し。翌日再検で陽性化

（一宮市  後藤小児科医院）

●  インフルエンザ 44 人（ 3 ヵ月～ 50 代）と急増すべてＡ型。 1 名のみＢ型

にも弱く反応したものあり。（キャビリア FluＡ，Ｂ） 5 名はワクチン接種

済、ワクチン接種していなくても比較的症状の軽い子もあり。  

（一宮市  あさのこどもクリニック）

●  インフルエンザはＡと判明しました。  

（一宮市  田中内科小児科医院）

●  インフルエンザは全てＡ型で ､アマンタジン 2 回服用でほとんどの例が 多

くても 4 回で全て解熱した。しかし 1 割で発熱が再びみられた。  

(一宮市  平谷小児科 )

●  名古屋へ通学通勤している人にＢ型インフルエンザの人が見られます。  

（Ａ型 72 人、Ｂ型 2 人）  

Ｏ 18 7 ヵ月女  

カンピロバクター  2 歳女  

（犬山市  武内医院）

●  インフルエンザ流行中です（ 49 名すべてＡ型）。  

  感染性胃腸炎も小流行あります。  

（江南市  みやぐちこどもクリニック）

●  Ａ型インフルエンザ  69cases（うちワクチン接種者 16 名）  

小学校の 1 年生のあるクラスで、 1 月 16 日、 10 名の嘔吐（＋）、発熱の

ウイルス性胃腸炎  発生しました。  

（岩倉市  医療法人なかよしこどもクリニック）

●  1 歳男、 8 歳女  マイコプラズマ肺炎  

（師勝町  田中クリニック）

●  エスプラインＡ、インフルエンザＡ＆Ｂキット（富士レビオ株式会社）に

て判定  

（春日町  丹羽医院）

 

 

 

 
 



尾張東部地区  

 

●  インフルエンザはすべてＡ型で（ 50 例）、ワクチン接種済は 2 例（ 6 歳

男、 6 歳男）  

 アマンタジン無効が 1 例（ 4 歳女）ありました。  

（瀬戸市  津田こどもクリニック）

●  3 歳男  インフルＢ  1 名  

（瀬戸市  公立陶生病院）

●  インフルエンザ流行続いてます。主に幼児、成人で学童の流行はまだこれ

からと思われます。ほとんどがＡ型です。成人で 1 名のみＢ型がみられまし

た。 1 歳未満の罹患例もみられますが、いずれも全身状態良好で経過良好で

した。  

そ の 他 、 溶 連 菌 感 染 症 、 水 痘 散 発 、 マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 も ま だ み ら れ ま

す。  

（尾張旭市  医療法人誠和会佐伯小児科医院）

●  ロタ腸炎（ 1 歳 10 ヶ月女）が出ました。  

  インフルエンザＡ、アデノウイルス、ＲＳウイルス相変わらず多いです。

（尾張旭市  旭労災病院）

●  インフルエンザチェック全部Ａ型  

（豊明市  豊明団地診療所）

●  インフルエンザ 28 名（全てＡ型）  

  そのうち 13 名（ 1 歳～ 8 歳）はワクチン接種すみ  

  水痘、伝染性紅斑が少々。  

（春日井市  朝宮こどもクリニック）

●  今週はインフルエンザが目立ちますが、感染性胃腸炎もまだみられます。

溶連菌感染症も 1 例ありました。  

（春日井市   かちがわ北病院）

●  ヘルパンギーナ様咽頭炎  手足口病を疑わせる四肢発疹例がありました。

  インフルエンザの診断はキャピリアあるいはエスプラインによります。  

（春日井市    竹内医院）

●  インフルエンザ流行中（Ａのみです）  

（小牧市   小牧市民病院）

●  インフルエンザＢは 1 例のみでした。  

（小牧市   志水こどもクリニック）

●  インフルエンザＡ型が多い。  

（小牧市   医療法人心正会鈴木小児科）

●  インフルエンザＡ  21 名、インフルエンザＢ  1 名（ 5 歳女）  

（半田市  医療法人林医院）

●  20～ 40 歳中心にインフルエンザ流行（Ａ型）タミフル著効  

（南知多町  医療法人大岩医院）

●  1 歳男  病原性大腸菌Ｏ 18 

  Ａ型インフルエンザ急増  

（東海市  小児科ハヤカワ医院）

 

 



 

●  インフルエンザはいずれもＡ型です。  

（大府市  まえはらこどもクリニック）

西三河地区  

 
●  インフルエンザ  合計 64 例（Ａ型インフルエンザ）  

  迅速検査は 57 例に施行し全例Ａ型でした。  

      エスプラインインフルエンザ  21 例  

      ポクテムインフルエンザ  8 例  

      インフルＡＢクイック  28 例  

  検査未施行例は、家族内感染例と、すでに救急外来でＡ型と診断されてい

る症例です。迅速検査でＡ陽性（ 57 例）の内、インフルエンザワクチン 2 回

接種者は 8 名（ 14％）、 1 回接種者は 6 名（ 10.5％）でした。  

咽頭結膜熱の 2 例は兄弟で、チェックＡｄ陽性でした。  

  病原大腸菌Ｏ 1 は 1 歳女と 11 ヵ月男に検出されました。 11 ヵ月男はその

後、白色便性下痢となり便ロタウイルス抗原検査が陽性でした。  

（豊田市  星ヶ丘たなかこどもクリニック）

●  インフルエンザ  姉・弟、 2 回ワクチン施行例で発生  他に 2 件  

  インフルエンザ大流行  

  マイコプラズマ肺炎 3 人  

  水痘ボツボツ  

  溶連菌感染症 2 人  

（豊田市  医療法人やふそ小児科）

●  1 歳男、 2 歳男 2 人  病原性大腸菌Ｏ 18 

   （岡崎市  花田こどもクリニック）

●  7 歳男  病原性大腸菌Ｏ 1 VT（－）  

  7 歳男  病原性大腸菌Ｏ 127a VT（－）  

  4 歳男   Ｂ型インフルエンザ  

（岡崎市  にいのみ小児科）

●  Ａ型インフルエンザ 105 名うちワクチン接種済 12 名  

  Ｂ型インフルエンザ 6 名  

  6 歳男  Ａ型インフルエンザと溶連菌感染症合併   

（岡崎市  医療法人川島小児科水野医院）

●  インフルエンザ急増中。近くの学校で学級閉鎖有り。岡崎市北部の当院で

1 週間インフルエンザ 61 名出たが、Ｂ型陽性はなし。  

（岡崎市  粟屋医院）

●  Ａ型インフルエンザ 37 名（ 10 名家族内発症、 1 名ワクチン接種済） 36 名

インフルＡＢクイックＡ（＋）、 1 名臨床診断のみ。   

  Ｂ型インフルエンザ 2 名（両名とも家族内発症、かつワクチン接種済）  

  インフルＡＢクイックＢ（＋）  

（岡崎市  永坂内科医院）

●  迅速キットで確認  Ａ型 56 名、Ｂ型 1 名  

（岡崎市  村山医院）

 



 

●  インフルエンザ FluＢ（＋） 1 例あとは全部Ａ型  

  ロタ（＋） 1 例  

（刈谷市   田和小児科医院）

●  インフルエンザ（殆どＡ）流行中です。  

  ロタウイルス感染症もいます。  

 （碧南市   永井小児クリニック）

●  アデノ感染症 2 例  

（知立市  宮谷クリニック）

●  インフルエンザワクチン無効例 1 例  

（安城市  医療法人鳥居医院）

●  インフルＡＢクイック陽性  1 歳、 6 歳男、 3 歳、 8 歳、 2 歳、 28 歳  女、

ワクチン接種済 15 歳女  

  母親への溶連菌の感染が目立ちます。  

（西尾市  やすい小児科）

●  インフルエンザＡ型 65 人（予防接種済 11 人）  

（西尾市  山岸クリニック）

●  インフルエンザが増加中  

  病原性大腸菌Ｏ 1 VT（－）  

（幸田町  とみた小児科）

●  インフルエンザＡ型が急に増えてきました。  

  溶連菌感染症も多くなりました。  

（三好町  三好町立三好病院）

 

東三河地区  

 
●  インフルエンザＡ型で熱性ケイレンあり。 3 歳男、 2 歳男、 1 歳男、 9 ヵ月

女、インフルエンザワクチン未接種です。  

（豊橋市  医療法人こどもの国大谷小児科）

●  インフルエンザは相変わらず多く見られますが、発熱、嘔吐の患者さんも

多く見られます。  

（豊橋市  あずまだこどもクリニック）

●  1 月 16 日、今シーズン最初のＢ型インフルエンザの患者が出ました。  

（豊橋市  豊橋市民病院）

●  インフルエンザ  Ｂ陽性  1 名  

 （新城市  新城市民病院）

●  1 歳男  Ａ型インフルエンザ、ロタウィルス感染合併  

（蒲郡市  蒲郡市民病院）

 
 
 
 
 
 
 



1～3 類感染症の発生状況 （愛知県） 

 
●  発生報告なし  

 

 
 
 
 

       

全数把握の 4 類感染症の発生状況 （愛知県） 

 

●  アメーバ赤痢 1 例（推定感染地：国内）  

●  急性ウイルス性肝炎 1 例（Ａ型）  

●  マラリア 1 例（推定感染地：ガーナ）  

 

第 52週(14 年 12月 22日～12月 29日)の 4類感染症 （全国） 

 

インフルエンザの定点当たり報告数はさらに増加して 8.71 となり、過去 5 年

間 の 同 時 期 に 比 べ か な り 多 い 。 都 道 府 県 別 で は 引 き 続 き 、 福 岡 県 （ 40.1） 、 佐

賀 県 （ 33.5） 、 大 分 県 （ 22.5） 、 広 島 県 （ 21.2） な ど 西 日 本 か ら の 報 告 が 多 い

が、宮城県（ 0.6）、岩手県（ 0.6）、青森県（ 0.3）の東北 3 県を除き、すべて

の 都 道 府 県 で 定 点 当 た り 報 告 数 が 1.0 を 超 え た 。 咽 頭 結 膜 熱 の 定 点 当 た り 報 告

数は過去 5 年間の同時期に比べやや多く、都道府県別では第 48 週から 5 週間連

続 し て 、 秋 田 県 （ 2.3） か ら の 報 告 が 多 い 。 他 の 疾 患 の 定 点 当 た り 報 告 数 は 、 過

去 5 年 間の 同時期と 比べて多 くなって はいない が、水痘 の定点当 たり報告 数 は

引 き 続 き 多 く 、 都 道 府 県 別 で は 福 井 県 （ 5.9） 、 鹿 児 島 県 （ 4.7） 、 佐 賀 県

（ 4.6） 、 和 歌 山 県 （ 4.6） な ど が 多 い 。 風 疹 と 麻 疹 （ 成 人 麻 疹 を 除 く ） の 定 点

当たり報告数はそれぞれ 0.01 と 0.03 と少ないが、前者では岡山県（ 0.1） か

ら の 報 告 が 前 週 に 引 き 続 き 多 く 、 後 者 で は 福 島 県 （ 0.5） と 宮 崎 県 （ 0.4） で 3 

割 以 上 を 占 め た 。 流 行 性 耳 下 腺 炎 と 流 行 性 角 結 膜 炎 の 定 点 当 た り 報 告 数 は 前 週

同 様 、 前 者 で 秋 田 県 （ 3.3） 、 岩 手 県 （ 2.4） を は じ め と し た 東 北 地 方 （ 1.76）

と鳥取県（ 1.8）、後者で高知県（ 4.7）などが多い。 A 群溶血性レンサ球菌咽頭

炎 （ 1.04） と 感 染 性 胃 腸 炎 （ 8.08） の 定 点 当 た り 報 告 数 は 年 末 を 迎 え 、 例 年 通

り 大 き く 減 少 し た が 、 前 者 で は 富 山 県 （ 2.9） 、 福 井 県 （ 2.3） な ど か ら 2.0 以

上の報告があり、後者では三重県（ 18.2）を筆頭に 13 都道府県で、引き続き 1 

0 を超えている。マイコプラズマ肺炎（ 0.18）の定点当たり報告数は減少を続け

て い る が 、 東 北 地 方 （ 0.51） か ら の 報 告 の 減 少 は 他 地 区 に 比 し て 緩 や か で 、 今

でも全国レベルの約 3 倍ある。  

 

（ Infectious Diseases Weekly Report より抜粋   

厚生労働省感染症研究所感染症情報センタ－感染症情報室提供）  

詳細は感染症情報センタ－のホ－ムペ－ジ（ ht tp : / / id sc .n ih .go . jp /kan ja / index -

j .h tml）の感染症発生動向調査週報をご覧下さい。  
 

http://idsc.nih.go.jp/kanja/index-j.html
http://idsc.nih.go.jp/kanja/index-j.html


愛知県感染症情報              平成 15 年 1 月 23 日  

            愛知県衛生研究所企画情報部（文責  磯村）  

                          

 寒い日が続いていて朝起きるのが辛い毎日ですが、庭の隅では寒椿が咲 き こ

ぼれ、蝋梅が満開でインフルエンザの多発と共に季節は確実に移りすぎていま

す。いつも貴重な情報を有難うございます。 1 月前半のまとめをお送りします。  

 

１）名古屋市内：第一日赤有吉先生からはインフルエンザとウイルス性胃腸炎

が 多 く 、 水 痘 、 川 崎 病 が 目 立 つ 、 城 北 病 院 渡 辺 先 生 か ら は 年 末 年 始 の 救 急

は ほ と ん ど が イ ン フ ル エ ン ザ で そ の 90％ 以 上 が Ａ 型 、 肺 炎 ・ 気 管 支 炎 は 少

な い 感 が あ り 急 性 嘔 吐 下 痢 症 が 続 き 時 に サ ル モ ネ ラ 等 の 細 菌 性 腸 炎 あ り 、

第 二 日 赤 岩 佐 先 生 か ら は イ ン フ ル Ａ が 多 く 脳 症 の 死 亡 例 1 例 、 千 種 区 今 枝

先 生 か ら は Ａ 群 溶 連 菌 感 染 症 と 感 染 性 胃 腸 炎 、 水 痘 散 発 、 イ ン フ ル エ ン ザ

ぼ つ ぼ つ 、 三 菱 病 院 入 山 先 生 か ら は イ ン フ ル エ ン ザ Ａ 急 増 、 気 管 支 炎 肺 炎

合 併 例 あ り 、 急 性 嘔 吐 下 痢 症 、 感 染 性 腸 炎 （ 病 原 性 大 腸 菌 Ｏ 1、 カ ン ピ ロ バ

ク タ － ） 、 ヘ ル ペ ス 性 口 内 炎 歯 肉 炎 の 要 入 院 例 １ 例 、 中 京 病 院 柴 田 先 生 か

ら は イ ン フ ル エ ン ザ Ａ 多 発 中 で 要 入 院 例 が 目 立 つ 、 労 災 病 院 山 田 先 生 か ら

は イ ン フ ル Ａ 多 発 中 で 入 院 例 目 立 つ （ ワ ク チ ン し て も 痙 攣 お こ す 例 が 多

数 ） 、 ロ タ 腸 炎 、 Ｒ Ｓ 感 染 症 、 溶 連 菌 感 染 症 、 水 痘 、 水 痘 ワ ク チ ン 歴 の あ

る帯状疱疹 1 例、マイコプラスマ肺炎ありとのお手紙でした。  

 

２）尾張地区：犬山市武内先生からはＡ型インフルエンザ流行中で感染性胃腸

炎 は や や 減 少 、 水 痘 散 発 、 常 滑 市 民 病 院 上 田 先 生 か ら は イ ン フ ル エ ン ザ

（ 脱 水 、 仮 性 ク ル － プ 合 併 ） と ウ イ ル ス 性 胃 腸 炎 、 Ｒ Ｓ ウ イ ル ス 感 染 症 に

よ る 細 気 管 支 炎 、 マ イ コ プ ラ ス マ 感 染 症 、 水 痘 、 ム ン プ ス が 目 立 つ と の お

手紙でした。  

 

３）三河地区：トヨタ病院木戸先生からはインフルエンザＡ増加、ＲＳウイル

ス 感 染 症 、 マ イ コ プ ラ ス マ が 多 い 、 ト ヨ タ 病 院 梶 田 先 生 か ら は イ ン フ ル エ

ン ザ Ａ 多 発 （ ワ ク チ ン 接 種 歴 あ る も の が 目 立 ち 、 熱 性 痙 攣 頻 回 で 要 入 院 例

あ り ） 、 Ｒ Ｓ ウ イ ル ス の 細 気 管 支 炎 ・ 肺 炎 、 嘔 吐 を 主 体 と す る 急 性 胃 腸 炎

が 目 立 つ 、 岡 崎 市 民 病 院 小 児 科 か ら は イ ン フ ル エ ン ザ Ａ が 大 流 行 中 で 水 痘

は 散 見 、 知 立 市 近 藤 先 生 か ら は Ａ 型 主 体 の イ ン フ ル エ ン ザ が 流 行 中 で ム ン

プ ス 、 水 痘 が 発 生 中 で 感 染 性 下 痢 症 は 少 な い 、 刈 谷 市 田 和 先 生 か ら は イ ン

フ ル エ ン ザ Ａ 型 が 多 発 、 水 痘 散 発 、 感 染 性 胃 腸 炎 （ ロ タ 陽 性 例 あ り ） 、 碧

南 市 永 井 先 生 か ら は イ ン フ ル 流 行 （ 殆 ど Ａ 型 ） 、 ロ タ ウ イ ル ス 感 染 症 も み

ら れ る 、 豊 橋 市 か ら は 水 痘 散 見 、 イ ン フ ル エ ン ザ Ａ 型 が 目 立 つ と の お 手 紙

でした（長屋先生、宮澤先生）。有難うございました。  

 

  

 

 

 

 



ＷＨＯ疫学週報抜粋抄訳       平成 15 年 1 月 23 日  

             愛知県衛生研究所企画情報部  （文責  磯村）    

                          

２００２年１１月２９日（７７巻４８号） 
 

☆  ポリオ：アフリカの角地帯（エチオピア、ソマリア、ス－ダン）。 01 年 1

月 － 02 年 10 月 。 88 年 5 月 の 世 界 会 議 移 行 01 年 ま で に ポ リ オ 常 在 国 は

125 ヵ国が 10 ヵ国に減少、ポリオ患者数は世界全体で 99％以上減少した。

本報はエチオピア、ソマリア、ス－ダンの 02 年 10 月までの情況の概略で

あ る 。 ① ワ ク チ ン 接 種 率 ： １ 歳 以 下 の 小 児 の 3 回 接 種 完 了 者 は エ チ オ ピ ア

で 50％ 、 ソ マ リ ア で 33％ 、 ス － ダ ン で 良 好 な 地 区 で 71％ で あ り 国 全 体 で

47％となっている。②定期接種以外の緊急接種： 5 歳以下の定期外接種はエ

チオピアで 1,370 万名、ソマリアで 130 万名、 700 万名が戸別訪問方式で接

種 さ れ て い る 。 定 期 接 種 、 緊 急 接 種 共 に 内 戦 な ど の 紛 争 の 影 響 が 大 き い 。

③ポリオ野生株確認患者数： 01 年 1 月－ 10 月の間、ソマリアで 2 例（地図

あり）。  

☆  ワクチン安全性委員会。 02 年 6 月。ジュネ－ブ。コメント：①使い捨て

注 射 器 ・ 針 の 普 及 、 ② 予 防 接 種 率 と 同 時 に 安 全 性 の 重 要 性 、 ③ ポ リ オ 根 絶

の進展、④ワクチン安全性の教育を通じた普及運動。  

☆  ポリオ根絶：世界におけるポリオ常在国数が最低となっている。  

☆  イ ン フ ル エ ン ザ 。 02 年 11 月 。 ア ル ゼ ン チ ン ： 主 と し て Ａ （ Ｈ 1Ｎ 1） 、

フ ィ ン ラ ン ド ： Ｂ 、 フ ラ ン ス ： Ｂ 型 。 香 港 ： Ａ （ Ｈ 3Ｎ 2） 。 ポ ル ト ガ ル ：

Ａ（Ｈ 3Ｎ 2）。ロシア：Ａ（Ｈ 3Ｎ 2）。スペイン：Ｂ型。  

☆  11 月 22－ 28 日届出：コレラ。コンゴ、ソマリア、ウガンダ。  

 

２００２年１２月６日（７７巻４９号） 
 

☆  急性気道感染症：コンゴ。 11 月 22 日時点で 4,000 例（死亡 500 例）。鼻

汁、頭痛、関節痛、呼吸不全。原因検索中。  

☆  世界のエイズ： 02 年末。 4,200 万例（成人： 3,860 万、女性： 1920 万、 15

歳以下： 320 万。 02 年の新規感染 500 万、死亡 310 万例）。 02 年末でエイ

ズ 患 者 届 出 数 2,822,111 例 。 国 別 一 覧 表 あ り 、 問 題 ： 不 正 確 な 地 区 が 多 い 。

米 合 衆 国 （ 806,157） 、 ブ ラ ジ ル （ 215,799） 、 タ ン ザ ニ ア （ 130,386） 、 ナ

イ ジ ェ リ ア （ 60,564） 、 ウ ガ ン ダ （ 55,861） 、 ス ペ イ ン （ 63,252） 、 フ ラ

ンス（ 54,720）、タイ（ 188,117）などが目立っている。 1980－ 2002 年の地

域別増加情況のグラフと一覧表あり。  

☆  インフルエンザ。 02 年 11 月。タイ：ウイルス検索中。ウクライナ：Ａ型

とＢ型。Ａ（Ｈ 1Ｎ 1）とＡ（Ｈ 3Ｎ 2）。  

☆  11 月 29－ 12 月 5 日届出：コレラ。モザンビク、ナイジェリア、ト－ゴ、

ウガンダ  
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191 182 35 51 13 8,898 12 141 819 386 14 39 120 1 0 1 3 78 1 14 0 0 0 3 0 0

121 112 24 37 12 7,407 8 95 551 343 13 34 96 0 0 1 1 60 1 9 0 0 0 3 0 0

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 1,491 4 46 268 43 1 5 24 1 2 18 5
尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 501 1 3 24 14 6 12
海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 258 3 36 19 2 1 6 1
尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 251 35 2 1 1 1
尾 張 西 部 一 宮 16 12 3 4 1 412 7 61 31 1 3 10 9 1
尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 844 2 11 28 8 2 4 4 5 2

江 南 6 6 1 2 300 3 58 24 1 2 6 1 1
知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 475 2 2 22 6 6 2 1 1

知 多 7 7 2 2 421 1 4 35 16 1 4
西 三 河 南 部 岡 崎 11 7 2 2 1 779 13 8 72 1 3 7 12 1

衣 浦 東 部 11 11 2 4 1 1,306 6 34 36 6 13 7
西 尾 5 5 1 2 1 226 11 22 27 5 9 1

西 三 河 北 部 豊 田 市 8 8 2 3 1 616 2 7 25 22 1 2 7 1 9 1
加 茂 3 3 1 94 7 17 7 4 2

東 三 河 南 部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 472 13 82 26 2 7 11 1 2
豊 川 9 8 1 2 1 407 5 64 32 2 2 1

東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 45 1

＊平成15年1月より岡崎保健所管内の額田郡（2定点）の報告については、西尾保健所報告となりました。

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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計 #### 8 95 551 343 13 34 96 0 0 1 1 60 1 9 0 0 0 3 0 0
～6ヶ月 109 3 14 4
～12ヶ月 230 37 32 1 56 1

0歳
1歳 620 1 6 65 58 2 1 34 3 1
2歳 629 1 6 61 75 4 4 2 6 1
3歳 657 8 50 55 1 4 1 8 1
4歳 681 3 22 47 55 3 5 1 13
5歳 395 1 17 36 25 5 12
6歳 343 16 23 9 1 7 10
7歳 246 1 6 33 6 4 2
8歳 238 1 5 27 4 3
9歳 252 3 14 2 2

5歳～9歳
10歳～14歳 #### 3 48 6 1 2 1
15歳～19歳 288 18 1

20歳～ 3 89 1 1 1
20歳～29歳 498 2
30歳～39歳 544 3
40歳～49歳 241 1 1
50歳～59歳 162 1
60歳～69歳 113 1

70歳～
70歳～79歳 58
80歳以上 40
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191 182 35 51 13 14,887 25 302 2,052 1,336 50 97 275 3 0 8 6 271 9 26 0 0 3 5 0 0

121 112 24 37 12 12,237 19 217 1,439 1,143 43 87 229 0 0 8 4 227 9 17 0 0 3 5 0 0

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 2,650 6 85 613 193 7 10 46 3 2 44 9

尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 1,148 9 17 65 47 1 13 1 29

海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 368 6 74 58 2 5 13 4 1

尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 443 101 6 2 2 3 1 1

尾 張 西 部 一 宮 16 12 3 4 1 664 19 154 97 8 10 23 13 1 1

尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 1,435 3 24 88 39 7 5 17 2 1 23 3

江 南 6 6 1 2 458 5 155 73 2 5 16 10 2

知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 855 2 3 51 34 2 17 1 28 1 1

知 多 7 7 2 2 640 2 10 80 72 2 10 3 1

西三河南部 岡 崎 11 7 2 2 1 1,136 23 12 191 2 11 24 37 1 2

衣 浦 東 部 11 11 2 4 1 1,973 1 30 110 136 1 12 23 32 2 1

西 尾 5 5 1 2 1 312 25 103 72 2 14 13 6 1 1

西三河北部 豊 田 市 8 8 2 3 1 987 2 9 55 92 1 4 13 1 2 28 7 1 1

加 茂 3 3 1 200 8 34 30 2 5 11

東三河南部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 807 23 178 78 7 17 26 3 2

豊 川 9 8 1 2 1 699 14 179 112 4 2 11 1

東三河北部 新 城 2 2 1 112 1 6 3 2

＊平成15年1月より岡崎保健所管内の額田郡（2定点）の報告については、西尾保健所報告となりました。

定点数
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（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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計 ##### 19 217 1,439 1,143 43 87 229 0 0 8 4 227 9 17 0 0 3 5 0 0

～6ヶ月 190 12 26 11

～12ヶ月 375 1 85 79 2 133 2 1 3

0歳

1歳 1,049 4 10 195 225 14 2 80 2 1 11 2

2歳 1,115 5 12 154 230 10 10 5 18 1

3歳 1,068 1 24 134 177 3 7 1 26 1

4歳 1,049 3 43 120 205 8 12 2 1 43

5歳 597 3 34 91 107 1 13 46 1

6歳 481 33 72 40 2 15 1 37

7歳 366 1 19 63 17 1 13 16

8歳 333 1 17 61 9 1 5 8

9歳 390 7 41 8 3 1 6

5歳～9歳

10歳～14歳 1,469 10 112 14 1 4 9 1 1

15歳～19歳 528 1 44 3 2 2

20歳～ 7 255 3 3 2

20歳～29歳 1,080 3 4 1

30歳～39歳 1,056 1 5 1

40歳～49歳 407 1 1 1 1

50歳～59歳 298 2 3

60歳～69歳 207 1

70歳～

70歳～79歳 112

80歳以上 67
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